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小学 5年 〜 60 歳まで の 記憶に よる幼児期の 印象につ い て
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 占

’
市久子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大阪教育大学）

は じめ に

　 伝記に はよく幼児期 へ の 想 い が つ づ られて い るが、

人 の
一

生は幼い 頃の 記 憶が何 らか の 生き方 へ の 支え

に なっ てい ることがあるの では ない か。本研 究は年代 に

よる幼児期 の 記憶をたどることに した、

IF．高（2002 年）は 人生 は じめて の 記憶は 3歳頃が最も

多く、つ い で4歳・5歳 であるとい う。

研 究方法

ユ目的 ：年代の 違う人に幼児期の 記憶を調査し、 体験の

違い から育ち へ の 影響を考える。

2対象 ：大阪府下の 小学5年 ・中学2年 ・16−−i8 歳 ・20

歳・30歳・40 歳
・50歳・60歳代の 無作為の 各 400 名ず

つ の 計 3200名
3日時 ：2001年 6月配布、7月 回 収 n

4手続き：アン ケ
ー

ト調査を郵送し、返送にて回収。アン

ケートの 内容 は家族の こと、体験したこと、これ まで の 生

活、お 父 さん お 母 さん の こと、に つ い て質問に答える。

最後に 小 さい 頃 の 思い 出 に っ い て 自由記 述を求め た 、

ア ン ケ
ー

トは 18 問あり、最後 に 自由記述で 「あなたが6

歳頃まで に心 に残 っ た こ とが あれば、それを自由に 書

い て 下さい 」とい う質問を行 っ た。今回はそ の 自由記述

の みの 分析 で ある。

4回収状況 ：119］ 人の 37％が アン ケ
ートを返送，その う

ち自由記 述の あっ たもの は計 620名であっ た 。

結果

カ テゴ リは 48 個 に分けられた。さらにそれらをまとめ

て 14 の 要因に整理した。それらは、  遊び   親  

家族   友達   先生   幼稚園
・
保育所   死   生

活   対話   地 域   可愛が られ た記 憶   戦争

  自分の こと   そ の 他 である．

　 図 1に見られるように、要因の 割合で 見ると、年齢に

より要 因 の 割合 が 違い 、幼児期 の 記憶 に差 があるこ と

がわか る。

さらに要因を作っ て い るカテ ゴ リの なか の 詳細な記述

を見 て、そ れ を多い 順 に並 べ たもの が 表 1の 各年代 別

の 項 目多い 順 である。
60 歳代で最も記述の 多い の が

戦争の ことで 、空襲の 怖さや家が 丸焼けにな っ たこ とな

ど、鮮明に 残 っ て い るようで ある。この 年代の 特長は戦

争に まつ わる事項の み ならず 、そこ に多くの 人 々 が 登

場 し、関 わ っ て くれ た 人 の 心 や 生き方が 記 憶 に 残 っ て

い る，16〜18 歳 で は上 位 で はな い が 親の 離婚 や身勝

手さに 腹を立 て て子どもは ロ ボ ッ トじゃ ない と叫ん で い

るような もの 、親 へ の 恨み の 記述が 印象に残っ て い る。

今 回 は他 の 質問 の 結果を発 表 してい ない が、アン ケー

トの 問い で、腹が 立 っ た時の 対処 の 仕方で 「切れる」状

況 が最も多か っ た年代 でもあ る 。 中学2年で は 自分の

身体の こと、 とくにケガをしたときの ことが記憶され てい

る。小 学5年 では家族の 旅行が1位で、行く先が非常に

多様化して い る。近くの 公園やテ
ー

マ パ ー
クの 他 に、

デ ィズ ニ
ー

ラン ドや外国で はハ ワ イ・アメリカが多く、簡

単に楽しか っ たと書か れて い る。

考察

「幼児期の 思い 出を尋 ね るこ とは、人 の 生き方の 中核

となっ て い る原型が浮か び 上 が っ て くる有効な方法で

ある」（アル フ レ ッド・アドラー）とい うが、顕 著 に見られ た

点は 、年齢 が 高くなるほ ど、人 に 関する記憶が多くて、

か なり詳細 で鮮明 に残 っ て い ることである。また、経済

的 に 貧しい な か に も親や地域 へ の 感謝の 気持ち が 書

かれて い るの に比して、若 くなるほ ど、短調 で 「旅行に

行きました 」とい うような物的体験 の 珍 しさが 目つ
n そ こ

に は ほ とん ど人 が介在せず、人間関係 の 希薄さがある。

「体験を豊か に 」とい うことは、物質や 行事の体験で は

なく、人を巻き込んだ人間関係 の ス ト
ー

リ
ー

で あることを

忘れ て はならない J 今
一

度、幼児期 の 体験とは何か を

考えてみる必要がある。また、豊かになっ た社会 である

の に、16〜18 歳の 大人に対する不信感の 激しさは、現

在の 子 どもの 荒々 しさと関係 があ りは しな い だ ろうか ．

17 歳問題 が 起きてい た 当時の 調 査 で あるが、この ア ン

ケ
ートに もそ の 様相 が伺えた，非常に嫌な記憶は

一
過

性 の もの に終 らず、記 憶 として 心 の 奥底 に沈 み （正 高

2002）、物事を決定する基線につ なが っ て い るの で は

ない だろうか。この 幼児期の 記憶がもっ 意味を考えると

き、人 に 行動 基 準を作る上 に何 らか の 影響を与 え続け

ることだとすると、 幼児期に 大人 は 何を用意し、 子 ども

に どん な体験 の 記憶を 残 して行 くことが必 要なの か を

検討することが必要なの で はない だろうか。
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表 1 各年代別 の 項 目多い 順

順位 人 項 　 　 　 　 　 　 　日

60歳代 111 戦 争の ことく空 襲 の 恐 い 記 憶・・焼夷 弾の 中を山へ逃 げた
・家や 学校 が戦争 で 丸 焼 け・

田舎 に疎 開・空襲

で 焼夷弾 が兄にあたる
・空襲の 空 が花火の よう・警戒警報の サ イレ ン ・空襲 で逃 げ まわ る・防空 濠 へ 入っ

た）

28 両親の こと働 くばか り・忙 しい ・はたらきづ め ）

50 歳代 】 17 遊び の 場所 に つ い て 〔自然・外遊び ・川遊 び ・海）

210 家族構成 （大家族で い つ も誰か がきて い た・大家族で 人間関係が複雑だ っ た・兄弟が多かっ た）

40 歳 代 18 遊び 仲 間 （近 所の こどもと）

8 遊び の 様 子 嘲 か ら晩まで遊 んだ・遊び に夢 中で 遅くなっ た・ほ とんど毎 日）

30 歳 代 15 親 に 聞い た話 （お 年寄 りを大 切 に・人 に優しくで きる心 を・ご飯 は 正 座 して食べ よ・他 人 の 迷 惑を考 えろ・

敷居 を踏んだ りたたみ の端を踏ん で は い けない ｝

5 自分の こと（笑 っ たことが少なか っ た・感．情を母 に表現 したこ とない ・廿 えたい とい う感情をもっ た 記億ない ・

人 が怖 くてたまらなか っ た・人に 馴れない ような子ども）

20 歳 代 15 母 の こ と〔母 がい な い こ とへの 想 い ・母 の 仕 事の 帰りを 待ちわび た ・怖い 母であ・
⊃ た が、大事な人・母 が病

弱 で淋 しか っ た｝

5 家 族で 旅行 （海・凵］・自然の 中・ホ タ’レがり・外 食・ドライブ ）

16 〜17 歳 14 家族で 旅行（い ろんな所へ）

4 幼 稚園 の こ．烈 ド卩 団子作り・大 きな積み 木の 家 に 感動 ・チ ョウチョ を捕 まえ た・劇 で ゃ っ た 役 ）

中学2 年生 工 11 身体の こと（ケガ
・
ガ ラス で大 怪我

・
ケガ が 多く家族 に迷惑か けた

・ケ ガ時の 母が病院へ・白転 卓の ケガ・や
け ど・頭を ぬ っ た・父 の肩 車か ら落 ちて入 院・手 首

．
の 骨折・交通事 故）

29 家族で 旅行 （ス キー．・・キャン プ ・海・パ ル ケ エ ス パ ー
ニ ャ

・ワール ド牧場 など）

小学5年生 1 ユ8 家族で 旅行 〔ディズ ニ
ー

ラン ド・ハ ワイや ア メリカ などの 外国・シ ー・ガ イヤや ア ドベ ン チ ャ
ーワ ール ドなどの テ

ー
マ パ ー

ク
・
キ ャン プ・

海
・プー

ル
・山等）

212 母 の こと嘔 しか っ た・よく遊 んで くれ た）
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図 1　 記憶 に よ る幼児期 の 印象に つ い て 要 因 別 割合
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